                                             　　　         令和　  年　　月　　日　　
公益財団法人日本化学研究会
   　　 理　　事　　長　　　殿
 令和　　年度交付の助成金の使途ならびに渡航成果について報告いたします．
                          ・担当者（助成金交付者）
                          　　    所　　属
                              　　氏　　名
                              　　連 絡 先
　　                      ・助成番号　　　　　　　　　・助成金額                 円
１．出席学会・会議名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 (原語名および和訳)
　　開催地および会期
２．講演演題(原語および和訳)
３．助成金の使途
４．摘　　要

  報 告 書 の 提 出 に つ い て          　　　　　　　　 （海外渡航助成用）
  当公益財団法人化学研究連絡助成金の交付者には次の要領で報告書を提出していただきます．
1. 報告書は海外渡航終了後3カ月以内に下記宛に提出して下さい．
2. 本報告書の２ページは，編集，印刷のうえ，当財団法人の事業報告書類として使用しますので，ご承知おき下さい．
3. 助成金の使途は適当にまとめて記載すること．領収書などの書類を添付する必要はありません　 が，内訳について問い合わせることがありますので，資料は整理しておいて下さい．　
4. 報告書提出時点で残金がある場合は，その使用予定を書くこと．また，申請書の使途内訳を大　 幅に変更した場合は摘要欄にその旨簡潔に説明して下さい．
5. 渡航成果は1000字程度に書くこと．化学構造式や図表を貼り付けてもかまいませんが，編集し　 て印刷する場合にそのまま使用できるような体裁であること．また，講演抄録や別刷を添付す　 る場合は，渡航成果の最後に，“添付資料”のリストを表題，著者名，雑誌名，巻，頁－頁   （年）等を含めて記載すること．紙面不足のときは適宜追加して下さい．
7. 報告書の用紙は，A4版で別途作成したもの（この説明欄は不要）でかまいません．(以上)
             　　  報告書提出先：   〒982-0834 仙台市太白区青山一丁目22番18号
                                   　　   　　 (公財) 日本化学研究会    飛田　博実
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	     　　成　 果 　報 　告 　書
　　　　　　　◇　海 外 渡 航 助 成
	  助 成 番 号
	   No.
	

	
	  助 成 金 額
	                 円
	

	
	  交付年月日   20　    年   月   日
	

	
	
	


○  出席学会・会議名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 (原語名および和訳)
    開催地および会期
○  渡航者(所属・氏名)
○  講演演題(原語および和訳)

○  渡　航　成　果
                                                         （20    年　　月　　日提出）

